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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 加工機の自動化による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 省資源・廃棄物削減・リサイクルを推進し循環型社会の構築により経費節減に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 化学物質（主に水溶性切削油）など適正管理に努めます。

６ ． 部品加工において、省資源・省エネにつながる改善活動を継続的に行います。

７ ． 工場敷地内の緑化・公園整備を通し、地域の温暖化対策の普及啓発に努めます。

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

９ ． 環境経営の継続的改善を誓約します。

　　　　　　　　　　　　

　　株式会社ユニコンは、『目前の利益より将来の利益を優先する。利益よりも信用を優先する。』を

　　モットーに、地域・社会の信頼を得るべく、本業である減速機部品の製造・供給を通じて

　　世界の効率的な生産活動に  貢献することを目指します。

　　本方針を全従業員に周知し、全社一丸となって環境管理活動を行います。

制定日： 2020年1月6日

改定日： 2020年9月1日

代表取締役社長 百瀬　将之

環境経営方針
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

株式会社ユニコン

代表取締役社長　百瀬　将之

（２） 所在地

本　　　社 長野県塩尻市大字広丘吉田５６３番地１１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

代表取締役社長　 百瀬　将之 TEL：０２６３‐８６‐４００４

総務部 木戸　沙織 FAX：０２６３‐８６‐６８４９

（４） 事業内容

減速機部品等の製造（金属切削加工）

（５） 事業の規模(2023年3月期実績） （参考　基準年2020年3月期）

売上高 億円 億円
従業員　　　　　 名 名
建　物　　　 ㎡
敷　地 ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動　（全組織・全活動）

登録組織名： 株式会社ユニコン

対象事業所： 株式会社ユニコン　本社・工場

□事業や製品（商品）の紹介

9,900
13,200

2022年5月31日

22 9.8
106137

主な機械設備 

 NC旋盤 ７３台   NC複合旋盤 ７７台    マシニングセンタ TC 他 ４１台 

 NC研磨機 ４台 
 

主な事業 

 金属切削加工による減速機部品の製造 
 

環境保全に関わる設備 

 太陽光発電設備   空調設備ドレン分離装置  など  

主な機械設備 

 NC旋盤 ７３台   NC複合旋盤 ７７台    マシニングセンタ TC 他 ４１台 

 NC研磨機 ４台 
 

主な事業 

 金属切削加工による減速機部品の製造 
 

環境保全に関わる設備 

 太陽光発電設備   空調設備ドレン分離装置  など  

4



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

内部監査員

環境事務局

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、環境活動推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境改善活動へ参加
・安全パトロール（週一回）時に５Ｓ評価を実施し、結果を環境活動推進委員会に報告。

内部監査チーム

全従業員

安全衛生委員会

環境活動推進委員会

環境事務局

代表者（社長）

環境管理責任者

安全衛生委員会
環境活動推進委員会

部門長　６名

全従業員　　　

環境管理 責任者

代表取締役 百瀬　将之

総務部

2020年9月1日

代表者

代表取締役 百瀬　将之
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 2019年中部電力調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績
　

目標

二酸化炭素排出量削減 i

電力による二酸化炭素削減

自動車燃料による二酸化炭素削減

廃棄物排出量削減

事業用可燃ごみの削減

廃油排出量の適正な管理

水道水使用量の削減

□環境経営計画の取組結果とその評価、及び2022年度の環境経営目標及び計画

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標
・設備（工作機械、空調）メンテナンスの最適化

・工作機械の待機時間の削減
・不要照明の消灯
0

取組紹介欄

2019年

2022年 450,442 454,446 449,708 449,712 501,206 446,448449,753 421,310 472,648 501,409 524,999 488,448
241,779 253,405 279,935 279,935 327,836 313,764408,431 325,618 310,056 264,557 281,921 273,003
10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

70% 定期的にフィルターの清掃を行うようにしたため、空調設備の性能が
安定し省エネにつながったと考える。また、機械の稼働率が上がり待
機時間が短縮されたため、売上原単位で目標値に対して良い評価と
なった。

○
○
○

適正管理

環境に配慮した生産活動

達成状況

化学物質の適正な管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

行動目標（次項による）

適正管理

0.00121
基準年度比 2019年 99.6% 100% 99.0% 99.0%

原単位 L/円 0.00122 0.00122 0.00122 0.001210.00122
―　

㎥ 1,910 1,902 2,688 2,360 2,360

0.07255 0.07255
基準年度比 2019年 100% 65.3% 100% 100%

0.07255
―　

2,382

kg 122,220 122,220 179,010
原単位 kg/千円 0.12456 0.12456 0.08134

152,910 152,910
基準年度比 2019年 98% 100.0% 99% 99%

29,35029,648
0.01395

―　
152,910

原単位 kg/千円 0.01149 0.01126 0.01149 0.01381 0.01381

2,488,090

kg 21,000 20,580 25,289 29,350

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 1,703,726 1,669,652 2,013,886 2,488,0902,513,218

0.00045
基準年度比 2019年 98% 173% 99% 99%

0.00044 0.00044
―　

原単位 kg/千円 0.00044 0.00043 0.00076
kg-CO2 6,571 6,439 8,420 10,97011,080 10,970

2.469
基準年度比 2019年 98% 70% 99% 99%―　

原単位 kWh/千円 3.634 3.561 2.549 2.4692.494
kg-CO2 1,697,156 1,663,213 2,005,466 2,477,120

2021年

2,477,120

（基準年) （目標） （実績） (目標） (目標）（新基準年）

2,502,137

0.476

年度 2019年 2022年 2023年 2024年

　産業廃棄物排出量 468,139218,242

水使用量 2,6881,910

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 25,28921,060

2022年度2019年度

二酸化炭素総排出量 2,714,1621,736,987

項　目

0

200,000

400,000

600,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月 

11

月 

12

月 
1月 2月 3月 

電力（kWh） 2019年 2022年 
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自動車燃料による二酸化炭素削減 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標
・エコドライブの推進
・納品便の効率化
0

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

事業用可燃ごみの削減 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標
・紙ウエスの適正使用呼びかけ
・廃紙のリサイクル化
0
0

取組紹介欄

2019年

2022年 2,113 2,100 2,121 2,100 2,100 2,1212,114 2,100 2,100 2,100 2,119 2,100
1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,7501,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

達成状況

100% 生産量の増加に伴い、入荷資材の梱包材の処分量が増えた。出荷
用の梱包資材は適正にリサイクルできている。○

○
0

#REF!

343 325 265 287 328 260290 262 386 273 266 321
142 112 96 154 155 136250 100 157 107 146 97

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

99 0 109 85 31 8267 66 53 66 33 54
60 123 2222 89 74 114 38 52

4月 5月 6月 7月 8月 9月
119 137 116

達成状況

173% １日の納品回数が増えたので、燃料の消費量が増えた。
○
○
0

10月 11月 12月 1月 2月 3月

0

50

100

150

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

ガソリン（L) 2019年 2022年 

0

500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

軽油（L) 2019年 2022年 

0

1,000

2,000

3,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

事業用可燃ごみ（kg） 2019年 2022年 
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廃油排出量の適正な管理 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標
・水溶性切削油の適正な濃度管理
・切粉排出時に発生する切削油のロスを減らす

0

2019年

2022年

水道水使用量の削減 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標
・水溶性切削油の適正な管理
・水道設備の適正管理
0
0

取組紹介欄

2019年

2022年

化学物質の適正な管理 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・有害性物質の適切な管理
・購入時に代替え品の検討

0

グリーン購入の推進 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・事務用品グリーン購入 概ね進めることができた。

環境に配慮した生産活動 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・顧客クレーム削減（不適合率）
・顧客クレーム削減（納期順守率）

取組紹介欄

達成状況

△ 概ね目標に近づく活動ができた。
△
0
0

達成状況

○

達成状況

○ 適正に管理できた。
○
0
0

199 253 212 193 283 218218 214 217 242 221 218
107 121 143 140 188 151265 234 195 146 107 113

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

達成状況

100% 適正に管理できている。
○
○
○
0

16,290 17,640 17,010 16,290 13,500 17,91015,840 15,390 16,650 8,280 12,870 11,340
9,090 10,170 12,780 12,780 3,960 12,78014,310 21,780 12,150 6,390 4,140 6,120

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

達成状況

65% 適正に管理できている。
○
○

0

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

水道水（㎥） 2019年 2022年 

0

20,000

40,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月 

11

月 

12

月 
1月 2月 3月 

廃油（kg） 2019年 2022年 

改善活動（月１回） 

 工場のラインごとに改善活動（時間短縮や５Ｓ）に取り組んでおり、毎月１回発表会を開催し優秀なアイデアを表彰し

ています。毎月開催することで、日ごろから改善点を考える習慣がつき、また発表会で他のラインの改善活動の様子

を聞くことで、それぞれの内容を検証しあい、また改善における新しい視点を得るなど、当社の生産活動における大

きな推進力となっています。 
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 2023年度 環境経営目標及び計画

目　　　標 目標達成手段

電力による二酸化炭素削減 ・設備（工作機械、空調）のメンテナンスの適正化

・工作機械の待機時間の削減

・不要照明の消灯

自動車燃料による二酸化炭素削減 ・アイドリングストップ

・出荷量増加に合わせた納品便の見直し

事業用可燃ごみの削減 ・紙ウエスの適正使用呼びかけ

・廃紙のリサイクル化

廃油排出量の適正な管理 ・水溶性切削油の適正な濃度管理

・切粉排出時に発生する切削油のロスを減らす

水道水使用量の削減 ・水溶性切削油の適正な管理

・水道設備の適正な管理

化学物質の適正な管理 適正管理

グリーン購入の推進 ・事務用品グリーン購入

環境に配慮した生産活動 ・顧客クレーム削減（不適合率）

・顧客クレーム削減（納期順守率）

課題を解決しチャンスを活かす取組 ・改善活動（月１回）

・安全パトロール

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物の適正な管理等
騒音規制法 特定施設の設置届出

フロン排出抑制法 第一種特定製品の適正な管理とフロン類の排出抑制
下水道法 排水設備使用開始、休止、廃止時の届出
消防法 少量危険の貯蔵又は取扱いの届出（灯油）
労働安全衛生法 ＳＤＳ義務化物質のリスク評価
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。　（遵守評価日；2023年5月31日　　環境事務局）

□外部からの環境上の苦情・要望等

ありませんでした。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所： 南工場
■参加者： 従業員　7名 環境事務局　 安全衛生委員会

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練
　火災を想定した避難経路を各自確認しながら建屋から退避する訓練を実施した。

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

○

2022年11月8日

　南工場は通路が狭いので、安全を確認しながら経路を確認した。
　経路近くには油類の置き場もあるが、可燃性の物はおかない等注意した。

-

判定
○

該当案件なし

○
該当案件なし

152,910　kg

2,360　㎥

-

-

0.005%

100%

数値目標

2,477,120
kg-CO2

10,970
kg-CO2

29,350　kg

該当案件なし
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

【前回の指示への取組結果】 

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針
・利害関係者からの要求等は特になかった。 変更なし。継続。

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画
概ね達成できている。

◇その他 ◇実施体制他
変更なし。継続。

≪代表より≫

□環境活動の紹介

変更なし。

・利害関係者からの苦情・要請等はなかった。
・環境上の問題点等はなかった。

2023年5月30日

・基準年について現在との生産量の乖離が大きく、活動の目標設定等において評価が適正に行なえないことや、
従業員に対しても具体的な活動イメージがしづらくなっている可能性があるため、見直すよう指示をした。

はちまんバラ園（2018年竣工） 便り 
 
 弊社駐車場脇にある『はちまんバラ園』。 

４月の桜から始まり、季節の移り変わりとともに、次々と種々色とりどりの花が咲いてい

ます。 

 太陽光発電設備（2007年から） 
 

2022年度の総発電量は １８９，９１８kW でした。 

エアコンプレッサーの屋内設置    
 

弊社のエアコンプレッサーは全て屋内に設置されて

いおり、近隣の皆さんに騒音でご迷惑をおかけしな

いよう対策しております。 
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